
図面資料での表現

お施主様によりわかりやすく伝える方法。

1-1　3D文字　塀の編集画面でeE-Former起動して作成します。　

…立体的で影が落ちます。

　字体はパソコンに入っているフォントです。

　（商用利用可のフォントをネット探して多少追加できます。）

1-2　表札シミュレーターなどで作成した画像をテクスチャ登録して使用します。

　　　…立体的ではありませんが表札メーカーさん独自フォントを表現できます。

1　表札に名前を入れる●表現方法

その1：スタンドインVRデータのQRコードを図面に添付する！

　　　　その場に立って眺めているような臨場感があります！

その2：写真合成でよりリアルに見せる！（CADで合成・カタリノで合成）

その3：商品や植物の現物写真を添える。+カタログをすぐ見れるようにQRコードを図面に添付する！

その4：コンセプトを書く。どういう方の為に作成したプランかを伝える！

その5：手書き風が好みの場合はSPパレットの機能で手書き風に見せる！

●レイアウト

その1：見やすいレイアウト。文字を揃える。

その2：あえて文字の大きさやフォントや変えてメリハリをつける。

その3：プランイメージにあったイメージでまとめる。

Before｜After



                       [背景合成] で検索

仕上がりのバリエーションは無限大です。 

 さらにエクステリアVRも手描き風に仕上げることができます。

 簡単に手書き風のパース画像が作成できます。

図面資料での表現

WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

1　背景合成

eE-Painterのテクスチャーとしてユーザー登録した背景をCADデータと合成できます。

2　SPパッレト

                       [SPパッレト] で検索WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ


